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　5、測微器常数の決定法

　灘測．此の方法には大騰2通りあって，1つは星の維過を槻測するものと，

他は2星間の緯度の差を測定する方法とがある．併し何れも少し面倒で且つ

参考書も澤山あるから（例へばCampheU著Pvactical　As亡ronomy），此世では

早旦に第1の方法のみを述べる事にする．術ぼ何れの方法に依るにしても槻

測は十分注意して行ぴ，幾夜も繰り返へして測定してみる必要がある．

　扮て観測に當って，測微器を取り付けたならば直ちに（2）の方法に從って

L，P－1行の値を決定する．その黙から90度廻満して蜘蛛綜が星の日週運動と直角

になる様にする．次に望遠鏡を子午線通過前の週極星に向ける．此の丁合，

星の蓮動に從って移動綜を動かすと，ネジの護み取りが増す様になってみる

方が，後の計算に勢利であるから，始めに90度輝輝する時注意するとよv・・

時計仕掛は停めて置いて，望遠鏡を固定し微動装置で星を覗野の東端に置き，

縣も東端近くに置いて，星が挙れを通性する時刻をクロノメ1タ1を用ひて

クロノグラフ叉は眼と耳の方法で取る．之の時刻と其の時の綜のネジの譲み

取りを記録する．濟んだら直ちに綜を前進して同様に観測し，斯くして硯野

の端から端まで繰り返へし行ふのである．観測は出町得る限り星の子午線通

過の時刻が眞中になる様に行ふのがよく，星の緯度は85度以上がよv・，叉た

接眼鏡は低倍率を用ぴ，通過時刻は成可く多く（40～80同）取り，且つネジの

同縛が同じ聞隔の所で通過を観測しなければならぬ．f蹴ま観測中は絶膿に望

遠鏡を動かしてはならない．若し少しでも動けば直ちに結団に誤差を生じる

から，観測は数夜行ひ且つ望遠鏡桂の束と酉とで交互に行ふがよv・。

　整理．今星が或る黒占に於ける通過の時刻をTとし，其の時の縣のネジの讃

みをmとする．他の黙に於ける同様の値をTノ，m・とする．叉た星の任意

の瓢（普通槻測の中央の時刻を探る）の時刻をT・とし，その星の緯度をδ・
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測微三山激をRとすると次の三三がある．

　　　（mノーm）R＝＝sin（Tノ＿＿「1’o）cosδ／sin　I”一sin（T－To）cosδ／sin　1”　．．．．．．．．＿．（2）

　若し80回観測したのなら第1周と第41圃とから（2）式を作り，第2と第42圖

とから同檬に作って，合計40個の式が出來る。之れを最小自乗法で解くとR

の最も確かな値が出る事になる．クロノメ1タ1は恒星時を用ひる鋤きであ

るが，若し常用時を用ひたならば恒星時に換算する事．又た日差が大きい時

計では補正を忘れてはならぬ。併し蒙氣差の補正は子午線に近い時に限り考

へる必要はない．

　4。二重星の観測法

　位置角の測定・二重星に望遠鏡を向けたならば，先づ測微器を光軸の廻りに

廻縛させて，固定綜が2星を同時に爾蜥する迄廻はす．此の野合移動紐は覗

野の端に置いておく方が紛れなくてよろしい．斯くして丁度雨罪した時の位

置角を讃み取る．之の時は副犬は用ひすに目分量で1目盛りの5分の1迄讃む．

花山の30糎では！目盛りは’P一度目あるから目分量で1⑪分の1度迄讃める．讃ん

だならば一慮測門門を廻縛して，改めて2星を同時に爾断ずる迄廻はし，其

の時の位置角を読む。斯くて此れを4圓繰り返へし，其の李均を取ればよい

のである．併し實際には却々六ケ敷，相當の熟練を要する．殊に特別に良い

シ1イングでない限り，星野は常に動撫し．且つ時計仕掛にも週期的蓮動が起

り得るから観測中は常に弓手を働かせてみなければならぬ．私の習慣では左

手で測微箱を移動させるネジを持って蜘蛛綜

で三下を追かけ，右手で測微器を廻榑させて

同時に雨断ずる様にしてみる．シ1イングの

悪い時，叉は2星の光度の差大なる時下の観

測困難な場合は，左手のネジを動かし星像を

懸の左側や右側に交互に移動させて，爾噺の

代りに不行になる位置を讃み取る様にしてみ

る。此の揚合光度の差が大きい時は錯箆に依

って三二を見誤るから注意を要す（第2岡参

照）。又た観測者の頭の位置は2星を結んだ線

第2圖

e e

光度の差大なる

時紡の爾側に交

互に二巴を動か

すと圖の檬に傾

いて見える・此

の傾きが統の爾

側で等しい時が

本田に雫行にな

った蒔である・



332 二　重　星　の　話 天界171

と，爾眼を結んだ線とが直角叉は乱行である時誤差が少ない．私の経験では

直角にする方が擬測が樂であるが，星に依ってはそう許りも行かない．

　位置角を測るのに他の方法がある，それは固定綜と移動綜とを適當の距離

の湯島線とし，此の品行線の中に2星を入れて，爾星を結ぶ線と，2本の李行

線とが完全に心行になる位置を臨み取るのである．此の方法では星像の動揺

のため，ZF行線の中央に星像を入れて置く事が困難で，從って前記の如く光

度差大なる射に於ては錯箆に依る誤差が導入され易い．之れを防ぐ意味で縣

と星とが互に直角になる位置を讃み取る人もみるが，私は何れも用ひ歩最初

の方法に依ってみる．

　距離の測定．4同の位置角を測ったなら晦れの田均を求め，更らにそれに90

度加へ（叉は減じ）た疎み迄測微温を二品させるそして1方の星（A）を固定

綜で爾断して置いて，他方の星（B）を移動糸鋸で同時に爾断ずる．此の時も前

記の檬に星像が常に動揺してみるから，左手で測微箱のネジを持ってAを固

定綜が爾乱してみる様に追かけ，右手で移動綜を動かしてBを爾幽する様に

する．讃み取りは〔盛りの10分の1まで口分量で讃む，即ち測微ネジ1高命の

1000分の1迄讃み取るのである．己れを4周繰り返へした後，今度はBの星を

固定綜で，Aの星を移動縣で雨濡して噛み取り，誤れを4圃繰り返へして槻

測が完了するわけである．術ほ庇廣に注意す可きは測微ネジは観測の際は常

に目盛の増す方向へ廻博し爾断して止むる事で，決して逆廻わしして止めて

はならない．治し懸が進み過ぎたならば，一・鷹返へして測りなほさねばなら

ぬ事である．

　認乱心に整理・親測優として私は花山にある15×ll糎200頁の帳を使ってみ

る．1頁に1封の星を記録し，爾面を使用してみる・絵自は充分あるので其虞

へ天氣痴態，寄島等も記入する．私の方法は殆んどAitkenのに依ったもの

で，未だ練習の域を脱しないが自分の親測を例にとってみると，先づ帳に星

名と月日及始の時刻（恒星時），倍傘，望遠鏡の位置，シ1イングを記入し・

次にFI測に依る俘星の位置（第1圏参1！（｛），距離及び光度差dMを記入する・

然る後に二二に依る激値を記入し，終りの時刻を記入するのである．槻測地・
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器械は私の揚合は一定であるので観測帳の最初に記入する丈であるが，若し

種々用ふるのならば必づ之れも記入しなければならぬ．吹に1例を掲げる．

　　　　　　　　第1例　　　　　第1例中，下記の3列
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は左が位置角，右2列が

距離の測定値である．

　整理は甚だ簡軍で，

位置角に就いては，先

づ李行の値に90度加へ

た24．6度を測定値の李

均から引き55．4度を得

る・此の値は其の儘で

よv・か或は180度加へ

なければならぬかは，

初めに目測に依った位

置SPに依って判蜥出

來る．此の例ではSPであるから180－270度間に在る早きで，從って180度

加へなければならぬ享が分る．即ち235．4度が求むる位置角である．距離に

就ては上例右2列の漁船差は，調測の方法からも分る様に一際の角距離の2倍

である．故にZド均の差の孕分に，測微器常敏R（花山のでは11520秒）を乗

じたものが求むる距離である．

　注意事項として，親測は凡て鉛筆で書き，整理の際はインキを用ふる事で

あって，之れは凡ての天三親測に共1頃の習慣である．從って鉛筆で記入され

たものは後で絶膿に改裁す可からざるもので，若し誤謬を獲見したとしても

決して抹殺せす，傍にインキで注意書きをして置く都度にしなければならぬ．

　以上の計算は：観測帳に書くが，之れを更らに原簿に爲し取らなければなら

ぬ．原簿には私は21×16．5糎の大乱ノ目・を使用してみる．之れには星毎に

分けて書き，数夜に亙る観測の整理に便ならしめてみる．第ユ例の材料に依

って例示すると次の通り．
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第 2 例
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　最後のNoteは親測媛第3冊目潰29頁に酔言草書のある事を示す．　S．　T．は観

測時の恒星時．H．　A．は共の時の時角で共に時闇の分数で記入する．

　観測上の注意事項．大膿は銃に述べたが其の他の事柄を一括する．上の例で

1同の観測が終ったのであるが，1封の星に篤しては已むを得ぬ揚合の外，成

る可く4周は槻測する方がよい．併し1夜に数周繰り返へしても飴り意味がな

い．と言ふのは同じ夜ならば天氣歌態其他の條件は略同一であって，此等の

爲めに生じた誤差は幾度繰返へしても謡えなV・からであるe二って異なる夜

に観測すべき事は論を待たない．

　次に観測する星が子午線に近い時を撲ぶ事がよい。これは其の星の高度が

最高の時に當るので，シ1イング最良の歌態にあるからである．成る可く時

角1時間以内の問に観測する事が望ましい・

　更らに，望遠鏡の柱の東側に居て観測した時と，西側の時とで誤差を生じ

る事があるから，4夜観測するのならば2夜は東側で，他の2夜は西側で観測

する様に注意するとよい．上例中Side　Eは東側の意．

　星兜及蜘蛛綜は完全に二三を合せなければならぬ事は勿論，星像は光軸に

関してi酎構になる様に置き，叉懸は一様に照らされてみなければならぬ，更

らに，縣が弛んでみたり，測微罪が望遠鏡に固定出來すガタガタである等に

至っては問題外である．

　観測国歩も重要な注意事項は，器械調整の良否如何ではなくて，

　　　襯測條件の不頁な夜は絶艦に楚見測をしてはならない・

と言ふ事である・二重星槻測の第一人者たるAitkenは，不良な夜の観測は

良v・結果が得られない許りでなく，二重星運動の研究に妨害になると迄極言

してみる．更らに使用望遠銭の能力に相當した星を撰ぶ事も同檬に大切な注

意であるが，之に就ては後に述べる．（つづく）


